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一
　
恐
慌
の
進
行

　
一
九
三
〇
年
代
に
世
界
の
主
要
工
業
国
を
襲
っ
た
い
わ
ゆ
る
「
世

界
恐
慌
」
は
、
通
常
、
一
九
二
九
年
一
〇
月
二
四
日
、
木
曜
日
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ウ
ォ
ー
ル
街
の
証
券
取
引
所
の
株
価
の
大
暴
落
か

ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
に
始
ま
っ
た
恐

慌
は
ま
も
な
く
世
界
の
工
業
諸
国
に
波
及
し
た
が
、
他
の
国
に
く
ら

べ
て
、
フ
ラ
ン
ス
は
ア
メ
リ
カ
を
み
ま
っ
た
恐
慌
の
影
響
を
受
け
る

こ
と
が
遅
れ
、
恐
慌
の
開
始
が
二
年
ば
か
り
遅
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

て
き
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
ア
メ
リ
カ
で
の
恐
慌
の
開
始

よ
り
以
前
、
一
九
二
六
年
か
ら
一
九
二
七
年
に
か
け
て
、
の
ち
の
恐

慌
の
到
来
を
予
兆
す
る
よ
う
な
経
済
指
標
の
動
き
が
観
察
さ
れ
、
そ

の
た
め
一
部
の
研
究
者
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
恐
慌
は
ア
メ
リ
カ
の
株
価

の
崩
壊
よ
り
も
っ
と
早
期
に
始
ま
っ
た
と
考
え
、
そ
の
原
因
を
国
内

的
要
因
に
求
め
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
恐
慌
の
開
始
を
こ
の
よ
う
に
早
期
に
さ
か
の
ぼ
ら
せ
る

こ
と
に
反
対
し
、
恐
慌
の
発
生
原
因
と
し
て
は
国
際
的
要
因
の
重
要

性
を
強
調
し
よ
う
と
す
る
反
論
も
あ
ら
わ
れ
た 
 

。

　
こ
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
一
九
三
〇
年
代
恐
慌
の
発
生
の

時
期
と
原
因
を
め
ぐ
っ
て
論
争
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
こ
の
論
争
に
深

く
は
立
ち
入
ら
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
た
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し
か
に
一
九
二
六
年
か
ら
一
九
二
七
年
に
か
け
て
景
気
の
下
方
へ
の

転
換
を
示
す
よ
う
な
諸
指
標
が
み
ら
れ
た
け
れ
ど
も
、
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
諸
指
標
の
多
く
は
一
九
二
七
年
春
以
降
、
改
善
に
向
か
い
、

フ
ラ
ン
ス
の
工
業
生
産
は
一
九
三
〇
年
ま
で
上
昇
し
、
失
業
は
一
九

二
九
年
末
ま
で
減
少
し
つ
づ
け
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
こ
の
時
期
の
フ
ラ
ン
ス
と
他
国
と
の
経
済
の
動
き
を
か
ん
た
ん
に

比
較
す
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
工
業
生
産
指
数
は
、
一
九
二
九
年
六
月

に
ピ
ー
ク
を
記
録
し
た
あ
と
下
落
し
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
で
も
、

工
業
生
産
は
一
九
二
九
年
春
か
ら
秋
を
ピ
ー
ク
と
し
て
減
退
し
は
じ

め
て
い
る
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
工
業
生
産
は
一
九
二
九
年
中
増

加
し
つ
づ
け
、
そ
の
月
別
指
数
は
一
九
二
九
年
一
二
月
に
ピ
ー
ク
を

記
録
し
た
あ
と
、
一
九
二
九
年
一
二
月
か
ら
一
九
三
〇
年
五
月
ま
で

の
あ
い
だ
、
こ
の
水
準
を
維
持
し
つ
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
三

〇
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
失
業
者
数
が
約
二
〇
〇
万
人
、
同
じ
年
の
ド

イ
ツ
の
失
業
者
数
が
三
〇
〇
万
人
を
越
え
、
ア
メ
リ
カ
で
も
、
こ
の

時
期
、
失
業
者
数
が
急
激
に
増
加
し
、
一
九
三
〇
年
に
は
四
三
四
万

人
に
な
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
の
に
た
い
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、

一
九
三
〇
年
に
、
お
よ
そ
二
〇
〇
〇
万
人
の
労
働
力
人
口
の
う
ち
、

失
業
者
数
は
わ
ず
か
に
二
万
四
〇
〇
〇
人
に
す
ぎ
な
か
っ
た 
 

。

　
こ
の
よ
う
に
、
一
九
二
九
年
末
に
は
、
他
の
す
べ
て
の
諸
国
が

（
２
）

（
工
業
国
は
そ
の
工
業
が
、
非
工
業
国
は
そ
の
原
料
輸
出
が
）
恐
慌
の
打

撃
を
受
け
た
の
に
た
い
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
だ
け
は
ま
っ
た
く
動
揺
せ

ず
、
ま
る
で
「
世
界
の
他
の
諸
国
を
揺
さ
ぶ
っ
た
嵐
の
な
か
で
、
フ

ラ
ン
ス
だ
け
は
恵
ま
れ
た
離
れ
小
島  
 

」
で
あ
る
か
の
よ
う
に
お
も
わ

れ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
大
き
な
悲
劇
の
な
か

に
引
き
ず
り
込
ま
れ
る
の
が
す
こ
し
遅
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

　
一
九
三
〇
年
末
に
は
フ
ラ
ン
ス
は
繁
栄
の
最
後
の
ほ
て
り
を
楽
し

ん
で
い
た
が
、
一
九
三
〇
年
の
経
過
中
に
、
状
況
は
あ
き
ら
か
に
悪

化
し
、
有
価
証
券
相
場
や
物
価
は
下
落
傾
向
を
強
め
、
工
業
生
産
も

一
九
三
〇
年
六
月
以
降
減
少
し
は
じ
め
、
そ
し
て
一
九
三
一
年
に
は
、

フ
ラ
ン
ス
経
済
は
明
白
に
下
り
坂
に
向
か
い
、
す
べ
て
の
指
標
が
恐

慌
の
進
行
を
は
っ
き
り
と
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
の
年
、
一
九
三
一
年
に
は
、
恐
慌
の
進
行
を
示
す
一
連
の
事
件

が
世
界
で
あ
い
つ
い
で
起
こ
っ
て
い
る
。
五
月
一
二
日
に
は
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
第
一
の
銀
行
、
ク
レ
デ
ィ
ー
ト
・
ア
ン
シ
ュ
タ
ル
ト
が
破

産
し
た
。
こ
の
銀
行
は
も
と
も
と
ロ
ー
ト
シ
ル
ト
（
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル

ド
）
家
が
創
立
し
、
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
広
い
取
引
網
を
も
っ
て
い
た

が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
ド
イ
ツ
と
の
経
済
的
連
携
の
結
果
、
信
用
の

危
機
は
た
だ
ち
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
か
ら
ド
イ
ツ
に
飛
火
し
、
ド
イ
ツ

（
３
）
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の
銀
行
が
支
払
い
停
止
に
追
い
込
ま
れ
た
。
こ
う
し
て
、
ド
イ
ツ
は

極
度
の
経
済
混
乱
に
お
ち
い
り
、
こ
の
た
め
ア
メ
リ
カ
は
、
ド
イ
ツ

に
た
い
し
て
お
こ
な
っ
て
い
た
多
額
の
貸
付
け
の
返
済
に
つ
い
て
不

安
を
い
だ
く
に
い
た
り
、
六
月
二
〇
日
に
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
フ
ー

ヴ
ァ
ー
は
、
突
然
、
各
国
間
の
戦
債
、
賠
償
金
、
復
興
資
金
の
借
款

の
す
べ
て
の
支
払
い
の
一
年
間
停
止
を
提
案
し
た
。
こ
の
フ
ー

ヴ
ァ
ー
・
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の
衝
撃
的
な
ニ
ュ
ー
ス
は
、
ま
だ
世
界
恐

慌
に
ほ
と
ん
ど
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
フ
ラ
ン
ス
国
民
を
驚
か
せ
た
。

し
か
し
、
フ
ー
ヴ
ァ
ー
・
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
は
ド
イ
ツ
経
済
の
破
滅
を

救
う
に
は
遅
す
ぎ
、
六
月
末
に
は
ド
イ
ツ
最
大
の
繊
維
コ
ン
ツ
ェ
ル

ン
、
北
ド
イ
ツ
羊
毛
会
社
が
倒
産
し
、
七
月
一
三
日
に
は
、
ド
イ
ツ

最
大
の
銀
行
の
ひ
と
つ
、
ダ
ナ
ー
ト
銀
行
が
営
業
を
停
止
し
、
ド
イ

ツ
は
金
融
パ
ニ
ッ
ク
に
お
ち
い
り
、
証
券
取
引
所
も
閉
鎖
さ
れ
た
。

　
世
界
恐
慌
の
進
行
の
結
果
は
、
各
国
の
失
業
者
数
の
う
え
に
は
っ

き
り
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
三
一
年
の
失
業
者
数
は

イ
ギ
リ
ス
で
は
二
七
二
万
人
、
ド
イ
ツ
で
は
四
五
七
万
人
、
ア
メ
リ

カ
で
は
八
〇
二
万
人
に
達
し
、
ア
メ
リ
カ
の
失
業
率
は
一
九
・
一

パ
ー
セ
ン
ト
に
の
ぼ
っ
た 
 

。
フ
ラ
ン
ス
の
失
業
者
数
が
急
速
に
増
加

す
る
の
は
、
こ
の
年
以
降
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
一
九
三
一
年
夏
に
は
、
世
界
の
原
料
価
格
の
下
落
が
底

（
４
）

を
打
ち
、
有
価
証
券
相
場
も
一
時
下
降
を
停
止
し
、
世
界
経
済
は
や

や
好
転
す
る
か
と
お
も
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
年
、
九
月
二
一

日
、
イ
ギ
リ
ス
が
ポ
ン
ド
の
平
価
切
下
げ
を
実
施
し
、
金
本
位
制
か

ら
離
脱
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
イ
ギ
リ
ス
の
ポ
ン
ド
の
平
価
切
下
げ

と
金
本
位
制
か
ら
の
離
脱
は
、
二
〇
世
紀
の
世
界
の
経
済
政
策
史
の

上
で
も
っ
と
も
重
要
な
出
来
事
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　
両
大
戦
間
の
世
界
経
済
と
今
日
の
世
界
経
済
が
決
定
的
に
違
う
点

は
、
両
大
戦
間
期
に
は
世
界
の
諸
国
が
金
本
位
制
を
維
持
し
て
い
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
九
世
紀
に
各
国
が
採
用
し
た
金
本
位
制
は

第
一
次
世
界
大
戦
中
崩
壊
し
た
が
、
戦
争
が
終
わ
る
と
、
金
本
位
制

へ
の
復
帰
が
各
国
の
最
大
の
政
策
課
題
と
な
り
、
い
ず
れ
の
国
も
、

国
内
の
物
価
水
準
お
よ
び
国
際
収
支
に
た
い
す
る
金
本
位
制
の
自
動

調
節
作
用
を
信
じ
て
、
金
本
位
制
に
復
帰
し
よ
う
と
し
、
ア
メ
リ
カ

が
一
九
一
九
年
に
、
ド
イ
ツ
が
一
九
二
四
年
に
、
イ
ギ
リ
ス
が
一
九

二
五
年
に
、
フ
ラ
ン
ス
は
一
九
二
八
年
に
金
本
位
制
に
復
帰
し
、
世

界
恐
慌
が
始
ま
る
ま
で
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
国
が
金
本
位
制
に
復
帰

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
ポ
ン
ド
の
平
価
切
下
げ
と
イ
ギ
リ
ス
の
金
本
位
制
離
脱
は
、
い
わ

ば
「
切
羽
詰
ま
っ
て
」
な
さ
れ
た
決
定
で
あ
っ
た 
 

。
け
れ
ど
も
、
そ

れ
は
一
九
三
〇
年
代
の
「
平
価
切
下
げ
の
循
環
過
程 
 

」
を
開
始
さ
せ

（
５
）（

６
）
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る
こ
と
に
な
る
重
要
な
決
定
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ

ヴ
ィ
ア
諸
国
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
英
連
邦
諸
国
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
、
つ
い
で
一
九
三
一
年
一
二
月
に

は
日
本
が
イ
ギ
リ
ス
に
追
随
し
て
金
本
位
制
か
ら
離
脱
し
た
。
ま
た
、

一
九
三
一
年
五
月
か
ら
翌
年
五
月
ま
で
の
あ
い
だ
に
、
ス
ペ
イ
ン
、

ド
イ
ツ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
始
ま
っ
て
、
多
く
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国

が
為
替
管
理
の
実
施
に
踏
み
切
っ
た
。

　
一
般
的
に
い
え
ば
、
平
価
切
下
げ
は
輸
出
品
の
国
内
お
よ
び
外
国

市
場
に
お
け
る
競
争
力
を
高
め
、
自
国
の
工
業
生
産
の
下
降
の
動
き

を
止
め
、
投
資
を
刺
激
す
る
が
、
し
か
し
、
他
方
で
、
輸
入
品
に
た

い
す
る
需
要
を
減
退
さ
せ
、
輸
出
の
競
争
力
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
平
価
切
下
げ
は
、
金
本
位
国
と
し
て
と
ど
ま
っ
た
国
ぐ
に
の
困

難
を
強
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
平
価
切
下
げ
に
踏
み
切
っ
た

国
の
輸
出
と
工
業
生
産
が
増
加
す
る
の
に
た
い
し
て
、
金
本
位
国
の

輸
出
と
工
業
生
産
は
減
退
し
、
平
価
を
切
り
下
げ
た
国
の
貿
易
収
支

に
も
た
ら
さ
れ
た
黒
字
が
そ
の
国
の
貨
幣
流
通
を
増
大
さ
せ
る
の
と

は
反
対
に
、
金
本
位
国
で
は
貿
易
収
支
の
赤
字
が
貨
幣
流
通
を
減
少

さ
せ
る
。

　
一
九
三
一
年
九
月
の
ポ
ン
ド
の
平
価
切
下
げ
後
、
イ
ギ
リ
ス
の
国

内
物
価
は
ゆ
っ
く
り
と
し
か
上
昇
し
な
か
っ
た
の
で
、
ポ
ン
ド
の
為

替
レ
ー
ト
の
下
落
は
、
国
内
お
よ
び
外
国
市
場
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス

商
品
の
競
争
力
を
高
め
、
イ
ギ
リ
ス
産
業
の
生
産
物
に
た
い
す
る
需

要
を
刺
激
し
、
同
国
の
貿
易
収
支
を
改
善
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
後
、
他
国
の
政
府
が
イ
ギ
リ
ス
製
品
の
輸
入
に
た
い
し
て
貿
易

障
壁
を
設
け
た
り
、
ま
た
、
自
国
通
貨
の
平
価
切
下
げ
に
踏
み
切
っ

た
り
し
た
た
め
に
、
イ
ギ
リ
ス
製
品
の
競
争
力
に
た
い
す
る
ポ
ン
ド

の
平
価
切
下
げ
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
、
最
後
に
は
失
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
し
た
が
っ
て
、
一
九
三
一
年
九
月
の
ポ
ン
ド
の
平
価
切
下
げ
の
あ

と
に
続
い
た
イ
ギ
リ
ス
の
顕
著
な
経
済
拡
大
は
、
平
価
切
下
げ
が
、

輸
出
を
促
進
し
た
以
上
に
、
国
内
投
資
を
刺
激
す
る
新
し
い
機
会
を

提
供
し
た
こ
と
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
金

本
位
制
の
も
と
で
は
、
国
内
の
通
貨
供
給
量
は
そ
の
国
が
保
有
す
る

金
の
量
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
が
、
金
本
位
制
を
離
脱
し
て
、
金
本

位
制
と
い
う
拘
束
衣
を
ぬ
ぎ
捨
て
て
自
由
に
な
っ
た
イ
ギ
リ
ス
政
府

は
、
チ
ー
プ
・
マ
ネ
ー
・
ポ
リ
シ
ー 
 

に
転
換
し
た
の
で
あ
り
、
こ
れ

が
イ
ギ
リ
ス
の
工
業
生
産
を
刺
激
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
イ

ギ
リ
ス
政
府
は
、
低
利
子
率
と
競
争
的
な
為
替
相
場
に
基
礎
を
置
い

た
景
気
回
復
策
を
と
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
り
、
利
子
率
の
低
下

は
、
投
資
と
最
終
需
要
を
刺
激
し
、
以
後
の
一
〇
年
間
、
工
業
生
産

（
７
）
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は
近
代
イ
ギ
リ
ス
史
上
比
類
の
な
い
率
で
増
大
し
た
の
で
あ
る
。
平

価
切
下
げ
は
恐
慌
以
前
に
は
ほ
と
ん
ど
支
持
す
る
も
の
が
な
か
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
や
、
金
本
位
制
の
放
棄
は
不
安
な
く
安
堵

感
さ
え
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
平
価
切
下
げ
は
、
最
初
に
そ
れ
を
実
施
し
た
国
に
マ
ク
ロ
経
済
的

な
利
益
を
あ
た
え
た
こ
と
は
、
明
白
で
あ
る
。
平
価
切
下
げ
を
お
こ

な
っ
た
国
に
と
っ
て
の
利
益
が
金
本
位
制
に
と
ど
ま
っ
た
国
ぐ
に
に

と
っ
て
の
損
失
に
な
る
か
ど
う
か
、
い
い
か
え
れ
ば
、
あ
る
国
の
平

価
切
下
げ
が
他
国
に
た
い
し
て
近
隣
窮
乏
化
効
果
を
及
ぼ
す
か
ど
う

か
は
、
平
価
切
下
げ
の
実
施
形
態
に
依
存
し
て
い
る
。
も
し
平
価
切

下
げ
を
お
こ
な
っ
た
国
が
金
の
流
出
を
誘
う
に
十
分
な
ほ
ど
貨
幣
供

給
を
増
加
さ
せ
る
な
ら
ば
、
そ
の
結
果
、
他
国
に
お
い
て
生
じ
る
で

あ
ろ
う
利
子
率
の
低
下
が
、
そ
の
国
の
経
済
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
金
の
流
れ
の
方
向
が
、
平
価
切
下
げ
が

近
隣
窮
乏
化
効
果
を
も
た
ら
す
か
ど
う
か
の
指
標
と
な
る
が
、
実
際

に
は
、
平
価
切
下
げ
国
は
ふ
つ
う
金
準
備
を
失
う
よ
り
は
む
し
ろ
そ

れ
を
増
加
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
事
実
、
ポ
ン
ド
の
平
価

切
下
げ
後
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
金
準
備
は
増
大
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
イ
ギ
リ
ス
の
金
本
位
制
離
脱
後
、
金
本
位
制
を
維
持
し

た
国
ぐ
に
、
と
く
に
ア
メ
リ
カ
と
フ
ラ
ン
ス
の
生
産
は
大
き
く
下
落

し
た
の
で
あ
る
。

　
先
述
の
よ
う
に
、
一
九
三
一
年
夏
に
は
、
世
界
経
済
の
動
き
は
好

転
の
き
ざ
し
を
か
い
ま
み
せ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
、
ポ

ン
ド
の
平
価
切
下
げ
は
状
況
を
変
化
さ
せ
た
。
世
界
市
場
に
お
け
る

イ
ギ
リ
ス
の
存
在
が
大
き
か
っ
た
だ
け
に
、
こ
の
局
地
的
な
事
件
は

世
界
の
他
の
地
域
に
す
く
な
か
ら
ぬ
衝
撃
を
あ
た
え
た
の
で
あ
る
。

ポ
ン
ド
の
平
価
切
下
げ
の
結
果
、
フ
ラ
ン
ス
の
物
価
水
準
は
イ
ギ
リ

ス
の
物
価
水
準
よ
り
高
く
な
り
、
そ
の
た
め
フ
ラ
ン
ス
の
輸
出
は
減

退
し
、
貿
易
収
支
は
赤
字
に
転
じ
た
。
一
九
三
一
年
の
フ
ラ
ン
ス
で

は
、
外
国
貿
易
だ
け
で
な
く
、
有
価
証
券
相
場
、
物
価
、
工
業
生
産
、

石
炭
消
費
、
原
料
輸
入
、
貨
車
輸
送
、
失
業
者
数
、
倒
産
数
な
ど
す

べ
て
の
経
済
指
標
が
、
い
ま
や
恐
慌
の
進
行
を
は
っ
き
り
と
示
す
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
の
年
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
経
済
の
大
き
な
崩
壊
が

い
よ
い
よ
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
恐
慌
の
到
来
は
、
政
府
と
与
党
に
と
っ
て
致
命
傷
と
な
っ
た
。
そ

れ
ま
で
フ
ラ
ン
ス
で
は
穏
健
右
翼
が
政
権
に
つ
い
て
い
た
が
、
一
九

三
二
年
五
月
に
お
こ
な
わ
れ
た
総
選
挙
は
中
道
左
派
の
急
進
党
と
社

会
党
が
連
合
し
た
「
左
翼
連
合
」
の
大
き
な
勝
利
に
終
わ
り
、
社
会

党
に
支
持
さ
れ
た
急
進
党
主
導
の
内
閣
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

　
ポ
ン
ド
の
平
価
切
下
げ
の
一
年
半
後
、
一
九
三
三
年
四
月
に
は
、
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ア
メ
リ
カ
が
ド
ル
の
平
価
を
切
り
下
げ
、
金
本
位
制
か
ら
の
離
脱
を

宣
言
し
た
。
そ
れ
は
金
ブ
ロ
ッ
ク
諸
国
（
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ

ラ
ン
ダ
、
ス
イ
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
六
か
国
）
の
経
済

に
厳
し
い
試
練
を
課
し
た
の
で
あ
り
、
こ
の
ド
ル
の
平
価
切
下
げ
と

時
間
的
に
ほ
ぼ
一
致
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
経
済
は
一
九
三
三
年
中
頃
か

ら
あ
ら
た
な
景
気
の
後
退
局
面
に
は
い
っ
て
い
る
。

　
一
九
三
三
年
六
月
に
は
、
ロ
ン
ド
ン
で
、
恐
慌
と
通
貨
の
混
乱
に

よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
国
際
貿
易
を
立
て
直
し
、
世
界
経
済
の
な
か
に

調
和
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
世
界
経
済
会
議
が
開
催
さ
れ
、
六
四
か

国
の
政
府
代
表
が
集
ま
っ
た
。
し
か
し
、
と
り
わ
け
歩
み
寄
り
が
む

ず
か
し
か
っ
た
の
は
、
為
替
レ
ー
ト
の
問
題
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス

代
表
は
、
ベ
ル
ギ
ー
代
表
と
と
も
に
、
恐
慌
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
に

は
、
イ
ギ
リ
ス
の
金
本
位
制
へ
の
復
帰
が
絶
対
必
要
だ
と
主
張
し
た

が
、
反
対
に
、
金
本
位
離
脱
後
の
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
役
人
は
、
チ
ー

プ
・
マ
ネ
ー
の
利
点
を
理
解
し
、
変
動
的
な
為
替
レ
ー
ト
に
よ
っ
て

享
受
す
る
行
動
の
自
由
の
大
き
な
利
益
を
認
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い

た
。
こ
う
し
て
、
通
貨
政
策
に
か
ん
す
る
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、

ア
メ
リ
カ
間
の
意
見
の
不
一
致
の
た
め
、
各
国
間
の
協
調
は
実
現
せ

ず
、
六
月
一
二
日
に
始
ま
っ
た
世
界
経
済
会
議
は
、
実
質
的
な
問
題

に
つ
い
て
な
ん
の
合
意
も
し
な
い
ま
ま
、
七
月
一
二
日
に
終
了
し
た
。

二
　
経
済
危
機
か
ら
政
治
危
機
へ

　
こ
こ
で
、
一
九
三
四
年
二
月
六
日
に
パ
リ
で
起
こ
っ
た
極
右
諸
同

盟
に
よ
る
下
院
襲
撃
事
件  
 

に
つ
い
て
語
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
下
院
襲
撃
事
件
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
ス
タ
ヴ
ィ
ス
キ
ー

事
件
で
あ
る
。

　
ロ
シ
ア
生
ま
れ
の
ユ
ダ
ヤ
系
フ
ラ
ン
ス
人
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・

ス
タ
ヴ
ィ
ス
キ
ー
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
詐
欺
事
件
を
起
こ
し
た
あ
と
、

バ
イ
ヨ
ン
ヌ
の
市
営
質
店
を
舞
台
に
し
て
、
多
額
の
偽
造
証
券
を
発

行
し
た
の
で
あ
る
。
ス
タ
ヴ
ィ
ス
キ
ー
を
破
滅
に
追
い
や
っ
た
の
は

恐
慌
で
あ
り
、
か
れ
は
恐
慌
の
打
撃
を
受
け
て
思
い
切
っ
た
手
段
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
市
営
質
店
か
ら
多
額
の
資
金
を
横
領
し
よ

う
と
し
て
、
証
券
偽
造
を
思
い
つ
い
た
の
で
あ
っ
た
。
警
察
に
追
わ

れ
た
ス
タ
ヴ
ィ
ス
キ
ー
は
モ
ン
ブ
ラ
ン
の
ふ
も
と
シ
ャ
モ
ニ
の
山
荘

で
自
殺
す
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
国
民
の
多
く
は
か
れ
の
自
殺
を
信
ぜ
ず
、

ス
タ
ヴ
ィ
ス
キ
ー
が
、
多
数
の
政
治
家
た
ち
と
の
交
際
を
つ
う
じ
て
、

多
く
を
知
り
す
ぎ
た
た
め
に
、
警
察
が
か
れ
を
消
し
た
に
ち
が
い
な

い
と
う
わ
さ
し
た
。

　
こ
の
ス
タ
ヴ
ィ
ス
キ
ー
の
証
券
偽
造
事
件
に
、
当
時
、
政
府
の
閣

僚
（
法
相
、
労
相
、
植
民
地
相
な
ど
）
を
つ
と
め
て
い
た
急
進
党
の
有

（
８
）
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力
政
治
家
た
ち
や
多
く
の
急
進
党
議
員
が
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
発

覚
し
、
一
気
に
フ
ラ
ン
ス
国
民
の
あ
い
だ
に
、
政
府
と
議
会
に
た
い

す
る
不
信
と
怒
り
が
吹
き
出
し
た
。
さ
ら
に
、
パ
リ
の
警
視
総
監

シ
ャ
ッ
プ
（
コ
ル
シ
カ
出
身
で
、
キ
ャ
ッ
プ
と
も
呼
ば
れ
た
）
も
ス
タ

ヴ
ィ
ス
キ
ー
と
つ
き
あ
い
の
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
が
、
か
れ
は
、

右
翼
の
デ
モ
に
は
寛
大
な
一
方
で
左
翼
の
デ
モ
は
手
厳
し
く
取
り
締

ま
っ
た
の
で
、
左
翼
の
あ
い
だ
で
評
判
が
悪
く
、
政
府
与
党
の
社
会

党
の
圧
力
の
下
で
、
こ
の
と
き
の
急
進
党
内
閣
の
首
相
ダ
ラ
デ
ィ
エ

に
よ
っ
て
罷
免
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
て
、
共
産
党
系
の
在
郷

軍
人
共
和
連
盟
を
含
む
い
く
つ
か
の
在
郷
軍
人
団
体
の
ほ
か
に
、
多

く
の
極
右
同
盟
が
、
ス
タ
ヴ
ィ
ス
キ
ー
事
件
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
と

シ
ャ
ッ
プ
罷
免
に
抗
議
し
て
、
一
九
三
四
年
二
月
六
日
、
下
院
の
あ

る
ブ
ル
ボ
ン
宮
を
取
り
囲
ん
で
激
し
い
デ
モ
を
お
こ
な
っ
た
の
で
あ

る
。

　
極
右
同
盟
と
は
、
政
党
の
形
態
を
と
ら
ず
、
直
接
行
動
と
街
頭
デ

モ
に
よ
っ
て
政
治
や
社
会
を
動
か
そ
う
と
し
た
右
翼
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス

ト
の
団
体
で
あ
り
、
も
と
も
と
一
九
世
紀
末
葉
の
ド
レ
フ
ュ
ス
事
件

の
渦
の
な
か
か
ら
誕
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
二
〇
年
代
に
は
、

保
守
派
が
政
権
を
取
り
戻
し
た
た
め
、
そ
の
活
動
が
下
火
に
な
っ
て

い
た
が
、
一
九
三
〇
年
代
に
な
っ
て
、
世
界
恐
慌
の
到
来
と
一
九
三

二
年
の
「
左
翼
連
合
」
政
権
の
成
立
に
よ
っ
て
、
ふ
た
た
び
活
動
が

活
発
化
し
た
。
王
党
派
の
ア
ク
シ
ヨ
ン
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
、
愛
国
青

年
同
盟
、
フ
ラ
ン
ス
連
帯
団
、
火
の
十
字
架
団
、
フ
ラ
ン
シ
ス
ム
、

納
税
者
同
盟
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
一
九
三
〇
年
代
の
極
右
同
盟
に
多

か
れ
少
な
か
れ
共
通
し
た
性
格
は
、
反
議
会
主
義
と
権
威
主
義
体
制
、

さ
ら
に
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
の
傾
斜
で
あ
る
。

　
一
九
三
四
年
二
月
六
日
の
デ
モ
で
は
、
こ
れ
ら
多
く
の
極
右
同
盟

が
、
下
院
へ
の
通
路
を
遮
断
す
る
た
め
非
常
線
を
敷
い
て
い
た
警
察

機
動
隊
、
憲
兵
隊
あ
る
い
は
共
和
国
パ
リ
衛
兵
隊
と
は
げ
し
く
衝
突

し
、
デ
モ
は
流
血
の
暴
動
と
化
し
、
死
者
一
五
人
、
負
傷
者
一
五
〇

〇
人
近
く
を
出
す
と
い
う
重
大
な
結
果
を
も
た
ら
し
た
。
そ
れ
は
、

一
八
七
一
年
の
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
以
来
、
パ
リ
の
街
頭
を
舞
台
と

し
て
お
こ
な
わ
れ
た
も
っ
と
も
血
な
ま
ぐ
さ
い
遭
遇
戦
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
結
果
、
ダ
ラ
デ
ィ
エ
内
閣
は
、
国
会
で
信
任
を
え
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
総
辞
職
に
追
い
込
ま
れ
、
右
翼
と
中
道
派
の
連
合

に
よ
る
内
閣
（「
国
民
連
合
」
内
閣
と
い
う
）
に
政
権
を
譲
ら
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
制
史
上
、
初
め
て
、
首
相
が
街

頭
デ
モ
の
圧
力
の
下
、
政
権
を
投
げ
出
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
一

九
三
〇
年
代
の
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
危
機
の
頂
点
を
示
す
事
件
で
あ
っ

た
。
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た
だ
、
こ
の
日
の
デ
モ
に
参
加
し
た
極
右
諸
同
盟
あ
る
い
は
右
翼

団
体
や
個
人
の
あ
い
だ
で
は
、
事
前
の
接
触
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
が
別
個
の
目
的
を
も
っ
て
行
動
し
、
ア
ク
シ
ヨ
ン
・
フ
ラ
ン

セ
ー
ズ
や
フ
ラ
ン
ス
連
帯
団
の
よ
う
な
強
硬
論
を
唱
え
る
団
体
は
、

反
体
制
的
で
共
和
制
転
覆
を
願
っ
て
い
た
が
、
愛
国
青
年
同
盟
は
一

九
三
二
年
の
総
選
挙
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
左
翼
連
合
政
府
の
打
倒
と

右
翼
に
よ
る
政
権
奪
還
だ
け
を
目
的
に
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
ま
た
、

納
税
者
同
盟
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
戦
略
は
す
べ
て
こ
の
団
体
の

目
標
を
越
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
た
し
か
に
、
二
月
六
日
事
件
前
夜

に
は
、
一
種
の
共
同
謀
議
が
一
部
の
極
右
同
盟
の
リ
ー
ダ
ー
、
右
翼

政
治
家
、
パ
リ
市
会
議
員
た
ち
の
あ
い
だ
を
飛
び
交
っ
た
が
、
し
か

し
、
こ
れ
ら
の
陰
謀
は
、
一
致
し
一
貫
し
た
目
標
を
め
ざ
す
た
め
に

必
要
な
、
も
っ
と
も
基
本
的
な
連
携
組
織
を
欠
い
て
い
た
。
そ
の
た

め
、
極
右
諸
同
盟
は
街
頭
で
は
協
働
し
た
が
、
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
あ

い
だ
で
は
な
ん
の
合
意
も
な
く
、
集
団
的
抗
議
行
動
の
目
的
も
競
合

し
、
錯
綜
し
、
や
が
て
骨
抜
き
に
な
り
、
こ
の
結
果
、
議
会
を
占
拠

し
、
共
和
制
を
転
覆
さ
せ
る
と
い
う
可
能
性
は
永
久
に
失
わ
れ
た
の

で
あ
っ
た
。

　
翌
朝
の
社
会
党
機
関
紙
『
ル
・
ポ
ピ
ュ
レ
ー
ル
』
は
、
こ
の
極
右

同
盟
の
下
院
襲
撃
事
件
に
つ
い
て
、「
フ
ァ
シ
ス
ト
の
暴
力
行
使
は

失
敗
し
た
」
と
書
き
、
以
後
、
こ
の
二
月
六
日
の
暴
動
は
、
左
翼
の

人
間
の
集
合
意
識
の
な
か
に
、
共
和
制
を
転
覆
さ
せ
よ
う
と
す
る

「
フ
ァ
シ
ス
ト
の
陰
謀
」
と
し
て
定
着
し
た
の
で
あ
る
。
下
院
の
占

拠
に
は
失
敗
し
た
が
、
二
月
六
日
に
本
性
を
あ
ら
わ
し
た
「
フ
ァ
シ

ズ
ム
の
ク
ー
デ
タ
」
の
企
て
に
た
い
す
る
左
翼
の
あ
い
だ
に
広
が
っ

た
危
機
感
は
、
左
翼
勢
力
の
そ
の
後
の
行
動
に
決
定
的
な
影
響
を
あ

た
え
た
。
そ
れ
ま
で
社
会
党
を
「
社
会
フ
ァ
シ
ス
ト
」
と
呼
ん
で
告

発
し
、
あ
え
て
孤
立
の
道
を
選
ん
で
き
た
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
も
、
コ

ミ
ン
テ
ル
ン
の
指
示
の
下
、
方
針
を
転
換
し
、
社
会
党
、
つ
い
で
急

進
党
と
同
盟
を
結
び
、
こ
こ
に
左
翼
諸
政
党
が
結
集
し
て
「
反
フ
ァ

シ
ズ
ム
」
を
標
榜
す
る
「
人
民
連
合
」（「
人
民
戦
線
」
の
正
式
名
称
）

の
結
成
を
み
る
に
い
た
っ
た
。

三
　
人
民
戦
線
の
勝
利
ま
で

　
一
九
三
一
年
九
月
の
ポ
ン
ド
、
つ
い
で
一
九
三
三
年
四
月
の
ド
ル

の
平
価
切
下
げ
と
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
の
金
本
位
制
離
脱
の
論
理

的
帰
結
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
と
る
べ
き
政
策
は
た
だ
ち
に
フ

ラ
ン
の
平
価
を
切
り
下
げ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

フ
ラ
ン
ス
政
府
は
平
価
切
下
げ
を
お
こ
な
お
う
と
は
せ
ず
、
い
ぜ
ん

と
し
て
、
そ
の
後
も
金
本
位
制
を
維
持
し
つ
づ
け
た
。
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フ
ラ
ン
ス
で
は
、
恐
慌
が
到
来
し
た
と
き
政
権
の
座
に
あ
っ
た
穏

健
右
翼
内
閣
、
つ
い
で
一
九
三
二
年
以
後
の
急
進
党
主
導
の
「
左
翼

連
合
」
内
閣
、
一
九
三
四
年
二
月
六
日
事
件
以
後
、
政
権
の
座
に
返

り
咲
い
た
右
翼
と
中
道
派
の
連
合
に
よ
る
「
国
民
連
合
」
内
閣
が
平

価
切
下
げ
の
代
わ
り
に
と
っ
た
政
策
は
、
平
価
切
下
げ
を
お
こ
な
っ

た
イ
ギ
リ
ス
そ
の
他
の
諸
国
か
ら
の
輸
入
を
関
税
障
壁
や
輸
入
数
量

制
限
政
策
に
よ
っ
て
防
ご
う
と
す
る
、
古
典
的
な
保
護
貿
易
政
策
と
、

正
統
派
の
財
政
理
論
に
も
と
づ
く
デ
フ
レ
的
傾
向
の
政
策
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
一
九
三
五
年
六
月
に
成
立
し
た
ラ
ヴ
ァ
ル
内
閣
は
、
デ
フ

レ
政
策
を
い
っ
そ
う
徹
底
さ
せ
、
公
務
員
給
与
の
カ
ッ
ト
を
含
む

「
す
べ
て
の
政
府
支
出
の
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
」
と
い
う
、「
ス
ー

パ
ー
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン 
 

」
と
当
時
呼
ば
れ
た
政
策
を
実
施
し
た
。

　
純
粋
に
技
術
的
な
観
点
か
ら
い
う
と
、
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
国

内
物
価
を
引
き
下
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
で
に
他
国
の
平
価
切
下

げ
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
た
外
国
の
物
価
水
準
と
自
国
の
物
価
水
準
と

の
開
き
を
縮
小
し
、
自
国
の
商
品
の
輸
出
競
争
力
を
回
復
さ
せ
る
と

い
う
、
平
価
切
下
げ
と
同
じ
効
果
を
も
つ
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、

デ
フ
レ
政
策
は
経
済
活
動
を
い
っ
そ
う
沈
滞
さ
せ
て
、
国
民
の
不
満

を
つ
の
ら
せ
、
ま
た
、
経
済
活
動
の
不
振
の
結
果
、
財
政
収
入
は
悪

化
し
、
政
府
に
と
っ
て
デ
フ
レ
政
策
の
重
要
な
目
的
の
ひ
と
つ
で

（
９
）

あ
っ
た
財
政
均
衡
の
回
復
も
不
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
一
九
三
六
年
の
総
選
挙
前
夜
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
は
五

年
に
及
ぶ
長
期
の
不
況
に
苦
し
ん
で
い
た
。
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、

ド
イ
ツ
の
工
業
生
産
は
、
一
九
三
一
～
三
二
年
に
最
低
点
を
記
録
し
、

そ
れ
以
後
は
ひ
き
つ
づ
い
て
顕
著
な
上
昇
傾
向
を
示
し
、
は
っ
き
り

不
況
か
ら
の
回
復
を
告
げ
て
い
た
の
に
た
い
し
て
、
ひ
と
り
フ
ラ
ン

ス
経
済
の
み
、
い
ぜ
ん
と
し
て
不
況
の
淵
に
あ
え
ぎ
つ
づ
け
て
い
た
。

　
一
九
三
二
年
の
総
選
挙
以
来
、
四
年
間
に
急
進
党
主
導
内
閣
、
つ

い
で
「
国
民
連
合
」
内
閣
の
一
一
の
内
閣
が
交
代
し
、
い
ず
れ
も
財

政
赤
字
の
解
消
に
腐
心
し
た
が
成
功
せ
ず
、
そ
の
政
策
は
国
民
経
済

を
沈
滞
か
ら
立
ち
上
が
ら
せ
な
か
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
国
民
は
、
か
れ

ら
の
国
が
落
ち
込
ん
だ
わ
だ
ち
か
ら
の
が
れ
出
る
こ
と
を
望
ん
で
い

た
。
他
国
の
経
験
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
そ
れ
は
可
能
な
は
ず
で
あ
っ

た
。
こ
う
し
て
、
一
九
三
六
年
四
～
五
月
に
お
こ
な
わ
れ
た
総
選
挙

で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
有
権
者
は
左
翼
を
選
択
し
て
、
人
民
戦
線
が
勝

利
し
、
社
会
党
党
首
レ
オ
ン
・
ブ
ル
ム
を
首
班
と
す
る
人
民
戦
線
政

府
が
成
立
し
た
。
人
民
戦
線
の
勝
利
は
、
い
つ
ま
で
も
不
況
か
ら
脱

出
で
き
な
い
政
府
の
経
済
政
策
の
、
根
本
的
な
転
換
へ
の
一
般
的
な

願
望
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
っ
た
。



36

四
　
人
民
戦
線
の
経
済
政
策

　
人
民
戦
線
の
勝
利
は
全
国
的
に
広
が
っ
た
工
場
労
働
者
の
座
り
込

み
ス
ト
ラ
イ
キ
の
波
に
よ
っ
て
迎
え
ら
れ
る
が
、
一
九
三
六
年
六
月

五
日
に
成
立
し
た
人
民
戦
線
政
府
は
、
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
圧
力
の

下
、
成
立
後
た
だ
ち
に
経
営
者
と
労
働
者
と
の
代
表
を
首
相
官
邸
マ

テ
ィ
ニ
ョ
ン
館
に
呼
ん
で
、
両
者
の
あ
い
だ
で
調
印
さ
せ
た
い
わ
ゆ

る
「
マ
テ
ィ
ニ
ョ
ン
協
定
」
に
も
と
づ
い
て
、
団
体
労
働
協
約
法
、

有
給
休
暇
法
、
週
四
〇
時
間
労
働
法
、
公
務
員
給
与
削
減
の
政
令
措

置
の
軽
減
な
ど
の
諸
法
案
を
議
会
に
上
呈
し
て
可
決
さ
せ
、
こ
れ
ま

で
と
は
ま
っ
た
く
基
調
の
違
っ
た
経
済
・
社
会
政
策
を
打
ち
出
し
た
。

さ
ら
に
、
マ
テ
ィ
ニ
ョ
ン
協
定
は
、
即
刻
実
行
さ
れ
る
べ
き
重
要
な

措
置
と
し
て
、
賃
金
の
一
般
的
引
上
げ
を
経
営
者
に
承
認
さ
せ
て
い

た
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
の
平
価
切
下
げ
に
か
ん
し
て
は
、
世
論
の
動

向
に
配
慮
し
て
、
首
相
の
レ
オ
ン
・
ブ
ル
ム
は
、
人
民
戦
線
内
閣
成

立
直
後
、
下
院
で
お
こ
な
っ
た
演
説
の
な
か
で
、
平
価
切
下
げ
は
し

な
い
と
約
束
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
マ
テ
ィ
ニ
ョ
ン
協
定
で
決
め
ら
れ
た
賃
金
の
一

般
的
引
上
げ
は
消
費
財
の
輸
入
増
加
と
と
も
に
生
産
費
の
高
騰
を
引

き
起
こ
し
、
そ
れ
は
し
だ
い
に
物
価
に
跳
ね
返
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
の

物
価
と
外
国
の
物
価
と
の
開
き
は
あ
ら
た
に
拡
大
し
た
。
い
っ
そ
う

重
要
な
事
実
は
、
左
翼
政
権
の
成
立
と
い
う
政
治
的
事
件
の
直
接
の

影
響
の
も
と
に
、
ま
た
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の
再
発
や
ド
ル
ジ
ェ
ー
ル
運

動  
 

な
ど
の
右
翼
的
な
農
民
暴
動
が
引
き
起
こ
し
た
社
会
的
不
安
の
た

め
に
、
資
本
の
流
出
が
加
速
化
し
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
フ

ラ
ン
ス
銀
行
の
金
保
有
高
は
大
き
く
減
少
し
た
。
さ
ら
に
、
一
九
三

三
年
の
ナ
チ
ス
の
政
権
掌
握
後
、
国
際
情
勢
が
緊
迫
化
し
た
た
め
、

人
民
戦
線
政
府
は
フ
ラ
ン
ス
の
軍
備
増
強
計
画
を
決
定
す
る
が
、
こ

の
再
軍
備
計
画
の
資
金
を
調
達
す
る
に
は
、
一
方
で
、
外
国
に
流
出

し
た
資
本
を
還
流
さ
せ
、
他
方
で
、
国
債
へ
の
応
募
を
奨
励
す
る
た

め
に
、
国
内
の
信
用
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
事
態
の
進
行
を
前
に
し
て
、
人
民
戦
線
政
府
は
、
そ
れ

が
成
立
し
た
四
か
月
後
の
一
九
三
六
年
九
月
末
に
、
つ
い
に
フ
ラ
ン

の
平
価
切
下
げ
に
踏
み
切
っ
た
の
で
あ
る 
 

。

　
平
価
切
下
げ
後
し
ば
ら
く
の
あ
い
だ
、
一
九
三
六
年
末
か
ら
一
九

三
七
年
初
め
ま
で
、
フ
ラ
ン
ス
は
経
済
活
動
の
回
復
を
経
験
す
る
。

実
際
、
経
済
の
領
域
に
お
い
て
人
民
戦
線
の
実
験
が
成
功
す
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
印
象
を
も
て
る
瞬
間
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ

は
平
価
切
下
げ
後
の
数
週
間
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
平
価
切
下
げ
後
き
ざ
し
の
み
え
た
経
済
活
動
の
立
ち
直

（
　
）
１０

（
　
）
１１
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り
の
動
き
は
一
九
三
六
年
一
二
月
前
後
か
ら
鈍
く
な
り
、
翌
年
春
に

は
完
全
に
停
止
し
、
工
業
生
産
指
数
は
下
降
し
は
じ
め
、
一
九
三
八

年
八
月
に
は
、
一
九
三
〇
年
代
を
つ
う
じ
て
の
最
低
点
に
落
ち
込
ん

だ
の
で
あ
る
。
こ
の
間
、
週
四
〇
時
間
労
働
法
の
適
用
は
、
一
九
三

六
年
一
一
月
か
ら
の
石
炭
業
、
一
二
月
か
ら
の
冶
金
業
に
始
ま
っ
て
、

翌
年
四
月
に
は
、
工
業
部
門
で
一
般
化
し
た
。
工
業
生
産
の
拡
大
の

停
止
は
こ
の
週
四
〇
時
間
労
働
法
の
適
用
と
時
間
的
に
一
致
し
て
い

て
、
そ
こ
に
同
法
の
生
産
能
力
抑
制
の
直
接
的
な
影
響
を
み
な
い
わ

け
に
は
い
か
な
い
。

　
平
価
切
下
げ
の
目
的
は
、
第
一
に
、
輸
入
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
、

と
り
わ
け
輸
出
を
刺
激
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
外
国
貿
易
を
立
て
直

す
こ
と
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
貿
易
収
支
の
均
衡
を
取
り
戻
す
だ
け
で

な
く
、
平
価
切
下
げ
は
─
と
り
わ
け
高
い
失
業
率
に
苦
し
む
輸
出
産

業
に
お
い
て
─
雇
用
を
増
大
さ
せ
、
生
産
を
活
発
に
す
る
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
貿
易
量
、
生
産
、
雇
用
な
ど
の
実
物

的
要
因
の
水
準
に
た
い
し
て
平
価
切
下
げ
が
及
ぼ
す
作
用
は
、
平
価

切
下
げ
の
貨
幣
的
、
金
融
的
目
的
と
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
平
価
切
下
げ
は
資
本
の
流
出
を
終
わ
ら
せ
、
短
期

的
な
資
本
移
動
の
方
向
を
逆
転
さ
せ
、
さ
ら
に
貨
幣
供
給
量
に
た
い

す
る
金
本
位
制
の
拘
束
を
取
り
去
れ
ば
、
拡
張
的
な
通
貨
政
策

（
チ
ー
プ
・
マ
ネ
ー
・
ポ
リ
シ
ー
）
を
可
能
に
し
て
、
景
気
を
刺
激
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
し
か
し
、
平
価
切
下
げ
が
成
功
し
、
こ
の
よ
う
な
目
的
が
達
成
さ

れ
る
た
め
の
基
礎
的
条
件
は
、
国
内
物
価
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
で

あ
り
、
す
く
な
く
と
も
、
物
価
騰
貴
が
平
価
切
下
げ
に
よ
る
輸
入
品

価
格
の
上
昇
の
直
接
的
な
影
響
を
越
え
な
い
穏
や
か
な
騰
貴
に
と
ど

ま
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
条
件
が
満
た
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、

平
価
切
下
げ
に
よ
っ
て
え
ら
れ
た
競
争
力
上
昇
の
利
益
が
物
価
騰
貴

の
た
め
に
無
に
帰
す
る
ば
か
り
か
、
平
価
切
下
げ
が
ま
も
な
く
自
国

通
貨
の
累
積
的
な
価
値
下
落
の
過
程
を
み
ち
び
き
、
国
内
に
お
い
て

は
そ
の
購
買
力
を
低
下
さ
せ
、
対
外
的
に
は
そ
の
為
替
レ
ー
ト
の
下

落
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
ま
さ
し
く
、
こ
れ
が

一
九
三
六
年
か
ら
一
九
三
八
年
に
か
け
て
の
フ
ラ
ン
ス
で
起
こ
っ
た

事
態
で
あ
り
、
そ
れ
は
一
九
三
六
年
の
フ
ラ
ン
の
平
価
切
下
げ
が
失

敗
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
事
実
で
あ
っ
た
。

　
一
九
三
六
年
九
月
末
の
フ
ラ
ン
の
平
価
切
下
げ
の
あ
と
、
ま
ず
、

一
九
三
六
年
か
ら
一
九
三
七
年
に
か
け
て
は
、
貿
易
収
支
と
輸
出
／

輸
入
比
率
の
顕
著
な
悪
化
が
続
き
、
そ
の
後
、
部
分
的
な
改
善
が
み

ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
輸
出
／
輸
入
比
率
は
一
九
三
五
年
の
七
三
・

九
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
、
一
九
三
六
年
に
は
六
〇
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
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一
九
三
七
年
に
は
五
六
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
下
落
し
、
そ
の
あ
と
一

九
三
八
年
に
は
六
六
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
九
三
九
年
に
は
七
二
・

一
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
く
ら
か
改
善
し
て
い
る  
 

。
ふ
つ
う
平
価
切
下
げ

後
に
期
待
さ
れ
る
貿
易
収
支
の
動
き
の
Ｊ
カ
ー
ヴ
が
、
一
九
三
六
～

三
八
年
の
フ
ラ
ン
ス
の
場
合
、
き
わ
め
て
平
ら
か
な
Ｕ
カ
ー
ヴ
で
し

か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
同
時
期
に
平
価
切
下
げ
を
お
こ
な
っ
た
金

ブ
ロ
ッ
ク
三
国
（
フ
ラ
ン
ス
、
ス
イ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
）
に
つ
い
て
、
平

価
切
下
げ
直
後
の
輸
出
／
輸
入
比
率
の
動
き
を
比
較
す
る
な
ら
ば

（
表
１
）、
フ
ラ
ン
ス
の
動
き
が
も
っ
と
も
悪
く
、
Ｊ
カ
ー
ヴ
が
上
向

き
に
な
る
の
が
遅
す
ぎ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う
。

　
ま
た
、
他
国
と
比
較
し
て
の
フ
ラ
ン
ス
の
平
価
切
下
げ
の
特
異
性

は
、
そ
れ
が
フ
ラ
ン
の
累
積
的
で
大
幅
な
相
場
下
落
を
開
始
さ
せ
た

こ
と
で
あ
っ
た
（
表
２
）。
一
九
三
六
年
九
月
末
の
最
初
の
平
価
切

下
げ
に
つ
づ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
は
一
九
三
七
年
六
月
末
、
さ
ら
に
一

九
三
八
年
五
月
に
、
二
度
目
、
三
度
目
の
平
価
切
下
げ
を
お
こ
な
わ

ね
ば
な
ら
ず
、
一
九
三
八
年
五
月
に
は
、
フ
ラ
ン
は
ポ
ン
ド
や
ド
ル

に
た
い
し
て
そ
の
価
値
の
半
分
以
上
を
失
っ
た
。
こ
の
累
積
的
な
フ

ラ
ン
の
相
場
下
落
は
、
他
国
の
通
貨
の
平
価
切
下
げ
後
の
相
場
の
安

定
と
際
立
っ
た
対
象
を
み
せ
て
い
て
、
そ
れ
は
最
初
の
平
価
切
下
げ

が
失
敗
で
あ
っ
た
こ
と
の
ま
ぎ
れ
も
な
い
証
明
で
あ
っ
た
。

（
　
）
１２

　
平
価
切
下
げ
後
の
貿
易
赤
字
の
拡
大
は
、
そ
れ
が
経
済
活
動
の
急

速
な
立
ち
直
り
の
結
果
生
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
自
体
、

重
大
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
平
価
切
下
げ
後
に
み
ら
れ

た
生
産
回
復
は
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。
た
し
か
に
、
平
価
切
下
げ

後
し
ば
ら
く
の
あ
い
だ
、
経
済
活
動
が
回
復
し
た
の
は
事
実
で
あ
っ

た
。
経
済
界
は
景
気
回
復
を
信
じ
、
一
九
三
六
年
一
月
か
ら
一
九
三

七
年
一
月
ま
で
に
、
有
価
証
券
相
場
は
三
八
パ
ー
セ
ン
ト
上
昇
し
、

一
九
三
七
年
一
月
の
相
場
は
、
一
九
三
六
年
六
月
の
工
場
占
拠
ス
ト

ラ
イ
キ
の
あ
と
記
録
さ
れ
た
底
値
と
く
ら
べ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
二
倍

の
水
準
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
生
産
活
動
の
立
ち
直
り
の
動
き

は
一
九
三
七
年
春
に
は
停
止
し
た
。
世
界
の
工
業
生
産
が
一
九
三
五

年
末
以
後
一
九
二
九
年
の
水
準
を
大
き
く
越
え
た
の
に
反
し
て
、
一

九
三
七
年
の
フ
ラ
ン
ス
の
工
業
生
産
は
一
九
二
九
年
の
水
準
を
一
九

パ
ー
セ
ン
ト
下
回
っ
た 
 

。

　
こ
の
生
産
回
復
の
挫
折
と
あ
い
と
も
な
っ
て
、
物
価
騰
貴
が
一
九

三
八
年
末
ま
で
続
い
た
。
物
価
騰
貴
は
、
し
た
が
っ
て
、
好
況
を
示

す
徴
候
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
三
六
年
六
月
か
ら
一
九
三
八
年
一
二

月
ま
で
に
、
消
費
者
物
価
指
数
は
五
六
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
上
昇
し
て

い
る 
 

。
平
価
切
下
げ
と
あ
い
つ
ぐ
フ
ラ
ン
の
相
場
下
落
だ
け
が
、
物

価
騰
貴
の
原
因
で
は
な
か
っ
た
。
平
価
切
下
げ
の
前
後
に
実
施
さ
れ

（
　
）
１３

（
　
）
１４
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た
人
民
戦
線
政
府
の
諸
政
策
、
賃
金

引
上
げ
と
有
給
休
暇
、
週
給
引
下
げ

を
と
も
な
わ
な
い
週
四
〇
時
間
労
働

の
実
施
、
国
家
予
算
の
赤
字
の
増
大

な
ど
の
累
積
的
影
響
が
、
需
要
を
刺

激
す
る
一
方
で
供
給
を
押
し
下
げ
、

物
価
を
騰
貴
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
て
、
国
際
連
盟
の
経
済
委

員
会
が
厳
し
い
判
断
を
下
し
た
よ
う

に
、
フ
ラ
ン
ス
は
「
一
九
三
〇
年
代

に
平
価
切
下
げ
に
失
敗
し
た
た
だ
ひ

と
つ
の
国
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
人
民
戦
線
政
府
の
も
っ
と
も
重
要

な
経
済
・
社
会
政
策
は
、
賃
金
引
下

げ
を
伴
わ
な
い
週
四
〇
時
間
労
働
の

実
施
で
あ
る 
 

。
こ
の
労
働
時
間
の
短

縮
は
、
労
働
者
の
余
暇
権
の
確
立
と

い
う
社
会
的
目
的
と
同
時
に
、
現
存

の
仕
事
量
を
失
業
者
を
含
む
全
労
働

（
　
）
１５

表１　１９３６年９月末の平価切下げ後のフランス、スイス、オランダの輸出／輸
入比率の短期的動き

１９３７年１０月１９３７年６月１９３７年１月１９３６年１０月１９３６年６月国名

６４５４３５６５　７０＊フランス
８０６９５８６６７１ス イ ス
７１８６６９８３６９オランダ

出 所：Jean-Charles Asselain, La dévaluation franç aise de 1936. Essai d’approche 
comparative internationale, in Comité pour l’histoire économique et financière de la 
France, Du franc Poincaré à  l’é cu, Ministère de l’Economie et du Budget, Paris, 
1993, p. 251；竹岡敬温『世界恐慌期フランスの社会─経済　政治　ファシズム─』
（御茶の水書房、２００７年）２１４頁。

　註：＊は１９３６年５月。

表２　平価切下げ率の比較（切下げ以前の平価にたいする割合　％）

２年後１年後３月後各国通貨と平価切下げ年次

－３１.８－２８.１－３０.８ポンド（１９３１）
－４０.４－４０.４－２８.２ドル（１９３３）
－２８.３－２８.３－２７.６ベルギー・フラン（１９３５）
－５６.５－３９.４－２９.３フランス・フラン（１９３６）
－２９.４－２９.４－２７.８スイス・フラン（１９３６）
－１８.８－１８.７－１７.１フロリン（１９３６）
－３７.２－３６.３－３１.３リラ（１９３６）

出 所：Jean-Charles Asselain, La dévaluation franç aise de 1936. Essai d’approche 
comparative internationale, in Comité pour l’histoire économique et financière de la 
France, Du franc Poincaré à l’é cu, Ministère de l’Economie et du Budget, Paris, 
1993, p. 249；竹岡敬温『世界恐慌期フランスの社会─経済　政治　ファシズム─』
（御茶の水書房、２００７年）２０９頁。

　註：１９３１年、１９３３年、１９３５年の平価切下げの場合は、フランス・フランにたいする為
替レート下落率、１９３６年の平価切下げの場合は、ドルにたいする為替レート下落率。
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者
で
分
け
も
ち
（
ワ
ー
ク
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
）、
失
業
を
吸
収
す
る
と

い
う
経
済
的
目
的
を
も
ち
、
失
業
対
策
と
し
て
と
ら
れ
た
政
策
で
も

あ
っ
た
。

　
週
四
〇
時
間
労
働
法
は
一
九
三
六
年
六
月
二
四
日
に
公
布
さ
れ
、

同
年
一
一
月
以
降
、
工
業
の
各
分
野
に
つ
ぎ
つ
ぎ
と
適
用
さ
れ
、
一

九
三
九
年
四
月
末
に
は
、
工
業
に
お
け
る
こ
の
法
律
の
適
用
は
一
般

化
し
た
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
一
九
三
六
年
九
月
末
の
平
価
切
下
げ

の
あ
と
み
ら
れ
た
工
業
生
産
の
回
復
は
翌
一
九
三
七
年
三
月
ま
で
続

い
た
が
、
し
か
し
、
週
四
〇
時
間
労
働
法
の
一
般
的
適
用
と
時
間
的

に
一
致
し
て
、
一
九
三
七
年
四
月
に
は
ふ
た
た
び
下
降
に
転
じ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
工
業
生
産
の
動
き
に
は
生
産
に
た
い
す
る
週
四
〇

時
間
労
働
法
の
直
接
的
な
制
限
効
果
の
決
定
的
な
影
響
を
み
な
い
わ

け
に
は
い
か
な
い
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
よ
り
多
く
の
責
任
を
帰

す
べ
き
は
、
お
そ
ら
く
、
同
法
の
原
理
そ
の
も
の
よ
り
も
、
そ
の
硬

直
的
な
適
用
形
式
（
週
五
日
制
、
超
過
勤
務
の
拒
否
）
に
た
い
し
て
で

あ
っ
た
ろ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
、
一
九
三
六
年
九
月
か
ら
一
九
三
七
年

一
〇
月
ま
で
の
、
パ
リ
地
域
の
従
業
員
一
〇
〇
人
以
上
の
企
業
に
お

け
る
雇
用
の
動
き
を
み
る
な
ら
ば
、
雇
用
は
、
週
四
〇
時
間
労
働
法

の
提
唱
者
が
期
待
し
た
ほ
ど
の
大
き
さ
で
は
な
い
と
し
て
も
、
増
加

の
動
き
を
示
し
、
こ
の
動
き
は
週
四
〇
時
間
労
働
法
の
適
用
措
置
の

ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
に
一
致
し
て
い
て
、
ま
た
、
こ
れ
に
対
応
し
て
一
九

三
六
～
三
七
年
に
失
業
者
数
が
減
少
し
て
い
る
の
が
確
認
さ
れ
る
。

け
れ
ど
も
、
こ
の
雇
用
増
加
の
一
般
的
な
動
き
の
背
後
に
は
、
部
門

別
、
分
野
別
、
企
業
別
の
き
わ
め
て
多
様
な
行
動
が
み
ら
れ
た
の
で

あ
る
。

　
週
四
〇
時
間
労
働
法
は
、
一
九
三
七
年
七
月
に
は
、
ホ
テ
ル
、
カ

フ
ェ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
を
例
外
と
し
て
、
す
べ
て
の
分
野
に
適
用
さ
れ

た
が
、
工
業
部
門
に
く
ら
べ
て
、
第
三
次
産
業
部
門
に
お
け
る
同
法

の
雇
用
創
出
効
果
は
き
わ
め
て
弱
か
っ
た
。
し
か
し
、
工
業
部
門
に

お
い
て
も
、
す
べ
て
の
分
野
で
従
業
員
数
が
増
加
し
た
の
で
は
な

か
っ
た
。

　
従
業
員
数
が
増
加
し
た
工
業
部
門
は
自
動
車
産
業
、
冶
金
業
、
化

学
工
業
、
ガ
ラ
ス
工
業
、
オ
ー
ト
・
ク
ー
チ
ュ
ー
ル
の
分
野
、
す
な

わ
ち
、
ひ
と
つ
は
、
主
と
し
て
設
備
財
を
生
産
す
る
近
代
的
部
門
で

あ
り
、
他
の
ひ
と
つ
は
、
一
九
三
六
年
九
月
末
の
平
価
切
下
げ
に

よ
っ
て
そ
の
輸
出
が
刺
激
さ
れ
た
奢
侈
品
製
造
部
門
で
あ
っ
た
。
こ

れ
に
た
い
し
て
、
服
飾
業
、
毛
皮
業
、
皮
革
産
業
、
製
紙
業
、
製
本

業
、
印
刷
業
、
木
材
加
工
業
、
家
具
製
造
業
な
ど
、
日
常
消
費
財
を

生
産
す
る
伝
統
的
部
門
で
は
、
従
業
員
数
は
反
対
に
減
少
し
て
い
る
。
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週
四
〇
時
間
労
働
法
は
、
近
代
的
な
工
業
部
門
、
と
り
わ
け
、
資
本

集
約
的
な
特
徴
を
も
つ
設
備
財
生
産
部
門
に
お
い
て
し
か
、
あ
ら
た

な
雇
用
を
生
み
出
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る  
 

。

　
こ
の
よ
う
に
、
週
四
〇
時
間
労
働
法
は
、
自
動
車
産
業
、
冶
金
業
、

化
学
工
業
の
よ
う
な
近
代
的
工
業
部
門
に
お
い
て
は
、
雇
用
に
た
い

し
て
正
の
効
果
を
も
た
ら
し
た
が
、
建
築
業
、
消
費
財
産
業
な
ど
の

伝
統
的
部
門
に
お
い
て
は
負
の
効
果
を
も
た
ら
し
、
サ
ー
ヴ
ィ
ス
業

に
お
い
て
は
き
わ
め
て
微
弱
な
正
の
効
果
し
か
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
。

　
週
四
〇
時
間
労
働
法
は
、
そ
れ
が
失
業
者
の
一
部
を
吸
収
し
た
こ

と
で
、
部
分
的
に
は
そ
の
目
的
を
達
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

し
か
し
、
同
法
が
適
用
さ
れ
た
約
二
年
間
の
う
ち
に
、
正
常
な
仕
事

に
復
職
で
き
た
の
は
、
失
業
者
の
ご
く
一
部
分
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　
労
働
時
間
の
短
縮
が
生
産
減
退
を
引
き
起
こ
さ
な
い
た
め
に
は
、

そ
れ
ま
で
四
八
時
間
労
働
に
従
事
し
て
い
た
労
働
者
か
ら
取
り
去
ら

れ
た
労
働
時
間
の
す
べ
て
が
失
業
者
に
移
転
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
週
四
〇
時
間
労
働
法
は
、
す
べ
て
の
部
門
で
こ
の
労
働
時
間

の
移
転
が
十
分
に
お
こ
な
わ
れ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
し
か
、
生
産
の

十
分
な
回
復
と
両
立
し
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
失
業
の
吸
収
は
週

四
〇
時
間
労
働
法
の
主
要
目
的
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
生
産
の
立

ち
直
り
が
ま
さ
に
そ
の
こ
と
、
失
業
の
吸
収
と
い
う
こ
と
に
か
か
っ

（
　
）
１６

て
い
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
現
実
に
は
、
不
況
下
の
フ
ラ
ン
ス
経
済
に
お
い
て
は
、

潜
在
失
業
の
労
働
力
が
存
在
し
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
一
般
に
生
産

要
素
は
過
小
雇
用
の
状
態
に
あ
り
、
景
気
回
復
の
過
程
が
始
ま
っ
て

も
、
企
業
は
、
失
業
者
を
再
雇
用
す
る
ま
え
に
、
生
産
要
素
の
よ
り

よ
い
使
用
に
努
め
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
失
業
者
を
再
雇
用
し
よ
う

と
し
て
も
、
労
働
時
間
の
短
縮
を
補
う
に
必
要
な
性
質
の
労
働
力
、

す
な
わ
ち
熟
練
労
働
者
が
不
十
分
に
し
か
供
給
さ
れ
ず
、
こ
の
た
め
、

労
働
力
の
補
充
は
し
だ
い
に
大
き
な
抵
抗
に
遭
い
、
生
産
の
増
加
は
、

完
全
雇
用
の
実
現
さ
れ
る
以
前
に
、
労
働
力
の
不
足
に
よ
っ
て
阻
害

さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

　
た
し
か
に
、
週
四
〇
時
間
労
働
法
は
近
代
的
工
業
部
門
の
雇
用
に

正
の
効
果
を
も
た
ら
し
た
が
、
し
か
し
、
い
っ
そ
う
重
要
な
こ
と
は
、

同
法
の
適
用
が
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
分
野
で
、
総
労
働
量
（
従
業

×

員
一
人
当
た
り
労
働
時
間
 
従
業
員
数
）
に
た
い
し
て
負
の
効
果
を
も

た
ら
し
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
パ
リ
地
域
の
従
業
員

一
〇
〇
人
以
上
の
企
業
で
は
、
総
労
働
量
が
自
動
車
産
業
（
四
パ
ー

セ
ン
ト
増
加
）、
皮
革
工
業
（
わ
ず
か
に
増
加
）
を
例
外
と
す
る
す
べ

て
の
分
野
（
冶
金
業
、
既
製
服
製
造
業
、
オ
ー
ト
・
ク
ー
チ
ュ
ー
ル
、
化

学
工
業
、
建
築
業
、
製
紙
業
、
製
本
業
、
印
刷
業
、
家
具
製
造
業
、
商
業
、
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金
融
業
）
で
減
少
し
て
い
る  
 

。

　
こ
の
よ
う
に
、
週
四
〇
時
間
労
働
法
は
大
多
数
の
企
業
に
と
っ
て

労
働
量
の
減
少
を
引
き
起
こ
し
た
の
で
あ
り
、
他
方
で
、
五
年
間
の

不
況
が
労
働
量
の
減
少
に
資
本
を
代
替
さ
せ
る
た
め
の
投
資
手
段
を

企
業
か
ら
奪
っ
て
い
た
。
こ
う
し
て
、
週
四
〇
時
間
労
働
法
は
企
業

が
使
用
可
能
な
労
働
量
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
産
活
動

に
た
い
し
て
物
理
的
な
制
限
を
加
え
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
経
済
活
動
の
立
ち
直
り
の
問
題
は
、
週
四
〇
時
間
労

働
の
導
入
に
よ
っ
て
ひ
ど
く
む
ず
か
し
い
も
の
に
な
っ
た
。
一
九
二

八
年
を
一
〇
〇
と
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
工
業
生
産
指
数
は
、
一
九
二
九

年
の
一
〇
九
か
ら
一
九
三
五
年
の
七
九
に
ま
で
下
落
し
て
い
た 
 

。
し

た
が
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
が
そ
の
国
民
に
恐
慌
以
前
と
同
じ
生
活
水
準

を
取
り
戻
さ
せ
、
そ
の
生
産
手
段
を
改
善
し
、
戦
争
の
危
険
が
迫
り

来
る
国
際
情
勢
の
な
か
で
国
防
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
す
く
な
く

と
も
工
業
生
産
を
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
増
加
さ
せ
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
た
と
え
失
業
者
の
す
べ
て
を
再
雇
用
す
る
こ
と

に
成
功
し
た
と
し
て
も
、
週
労
働
時
間
を
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
短

縮
し
つ
つ
、
長
期
の
不
況
の
な
か
で
老
朽
化
し
た
設
備
で
も
っ
て
四

〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
生
産
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
は
、
物
理
的
に
不
可

能
で
あ
っ
た
ろ
う
。

（
　
）
１７

（
　
）
１８

　
労
働
時
間
の
短
縮
は
歴
史
の
進
む
べ
き
道
に
沿
っ
た
社
会
的
措
置

で
あ
る
が
、
し
か
し
、
ナ
チ
ズ
ム
の
脅
威
増
大
と
い
う
国
際
情
勢
の

な
か
で
、
ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
っ
た
経
済
的
立
ち
直
り
の
も
っ
と

も
重
要
な
局
面
に
お
い
て
、
週
四
〇
時
間
労
働
法
は
経
済
回
復
に
た

い
す
る
大
き
な
障
害
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
人
民
戦
線
政
府
は
、
ど
の
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
っ
た

の
か
。
も
し
、
人
民
戦
線
政
府
が
、
そ
の
成
立
直
後
に
、
平
価
切
下

げ
に
追
い
込
ま
れ
た
状
況
の
責
任
を
そ
れ
ま
で
の
歴
代
内
閣
に
負
わ

せ
、
最
初
に
平
価
切
下
げ
に
踏
み
切
り
、
平
価
切
下
げ
の
効
果
と
そ

の
成
功
が
確
実
に
な
っ
た
あ
と
、
労
働
時
間
の
短
縮
、
有
給
休
暇
制

度
、
賃
金
の
引
上
げ
な
ど
を
慎
重
に
漸
進
的
に
実
施
し
て
い
た
な
ら

ば
、
あ
る
い
は
、
か
な
り
違
っ
た
展
望
が
開
け
て
い
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
に
政
権
掌
握
直
後
に
平
価
切
下
げ
を
実
施
し
、
こ
の
平

価
切
下
げ
が
生
産
コ
ス
ト
削
減
の
努
力
と
結
合
し
て
い
れ
ば
、
い
っ

そ
う
、
そ
れ
ま
で
よ
り
安
い
価
格
で
輸
出
を
可
能
に
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
生
産
を
刺
激
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
ま
た
、
平
価
切
下

げ
は
資
本
の
還
流
を
引
き
起
こ
し
て
利
子
率
を
低
下
さ
せ
、
新
し
い

投
資
を
促
し
、
資
本
財
工
業
を
ふ
た
た
び
活
気
づ
か
せ
た
で
あ
ろ
う
。
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生
産
拡
大
と
賃
金
費
用
の
一
時
的
安
定
は
平
均
生
産
費
の
低
下
を
可

能
に
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
利
益
を
え
た
経
営
者
は
さ
ら
に
投
資
計
画

を
立
て
、
そ
れ
を
実
行
し
、
総
需
要
は
そ
の
結
果
増
大
し
た
で
あ
ろ

う
。
労
働
力
需
要
の
圧
力
の
も
と
で
失
業
の
一
部
が
吸
収
さ
れ
れ
ば
、

名
目
賃
金
の
上
昇
を
招
く
で
あ
ろ
う
が
、
生
産
性
改
善
の
結
果
と
し

て
、
企
業
は
容
易
に
こ
の
賃
金
上
昇
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ

ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
起
こ
っ
た
賃
金
上
昇
は
、
総
需
要
を
増
大

さ
せ
、
生
産
水
準
を
改
善
し
て
、
経
済
拡
大
を
維
持
す
る
の
に
貢
献

し
た
で
あ
ろ
う
。
経
済
活
動
の
拡
大
に
応
じ
た
財
政
収
入
の
増
加
は
、

財
政
赤
字
を
解
消
す
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
発
展

の
見
通
し
は
、
資
本
の
所
有
者
を
安
堵
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お

そ
ら
く
平
価
切
下
げ
の
あ
と
に
続
く
金
流
入
を
持
続
さ
せ
る
に
十
分

で
あ
っ
た
ろ
う
。

　
し
か
し
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の
圧
力
と
マ
テ
ィ
ニ
ョ
ン
協
定
の
結
果
、

人
民
戦
線
の
経
済
政
策
は
、
逆
に
名
目
賃
金
の
上
昇
か
ら
始
ま
っ
た

の
で
あ
る 
 

。
大
幅
な
賃
上
げ
の
約
束
が
即
座
に
履
行
さ
れ
な
け
れ
ば
、

ス
ト
ラ
イ
キ
は
終
わ
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
問
題
な
の
は
、
お
そ

ら
く
、
人
民
戦
線
の
犯
し
た
誤
り
以
上
に
、
人
民
戦
線
が
直
面
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
で
あ
り
、
政
権
掌
握
以
後
、

人
民
戦
線
が
と
り
え
た
行
動
選
択
の
狭
さ
で
あ
っ
た
ろ
う
。
人
民
戦

（
　
）
１９

線
政
府
は
、
賃
金
引
上
げ
の
時
期
も
そ
の
幅
も
、
週
四
〇
時
間
労
働

の
適
用
時
期
も
そ
の
方
式
も
、「
自
由
に
」
決
定
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
遅
す
ぎ
た
平
価
切
下
げ
は
、
国
内
政
策
に
足

枷
を
は
め
て
い
た
束
縛
を
ゆ
る
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。

　
週
四
〇
時
間
労
働
法
は
、
人
民
戦
線
最
後
の
内
閣
、
第
三
次
ダ
ラ

デ
ィ
エ
内
閣
の
下
で
、
一
九
三
八
年
一
一
月
か
ら
一
九
三
九
年
春
に

か
け
て
、
事
実
上
の
撤
廃
に
も
等
し
い
修
正
を
受
け
、
そ
の
後
、
工

業
生
産
は
す
べ
て
の
分
野
で
回
復
す
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
回
復
の

動
き
は
強
力
で
は
な
く
、
ま
た
、
遅
き
に
失
し
た
の
で
あ
る
。
冶
金

業
、
製
鉄
業
の
生
産
は
、
急
速
に
回
復
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
恐

慌
前
の
水
準
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
機
械
工
業
で
は
、

長
引
く
不
況
の
な
か
で
生
じ
た
投
資
の
停
滞
が
機
械
設
備
の
老
朽
化

を
招
い
て
、
大
量
生
産
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
、
と
り
わ
け
航
空
機
生

産
は
ド
イ
ツ
に
大
き
く
水
を
あ
け
ら
れ
、
一
九
三
九
年
の
生
産
機
数

は
ド
イ
ツ
の
三
分
の
一
か
ら
四
分
の
一
に
と
ど
ま
る
と
い
う
よ
う
な

状
態
で
、
フ
ラ
ン
ス
は
第
二
次
世
界
大
戦
に
突
入
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
フ
ラ
ン
ド
ル
の
野
で
、
英
仏
連
合
軍

と
ド
イ
ツ
軍
と
の
あ
い
だ
で
戦
端
が
開
始
さ
れ
た
あ
と
、
わ
ず
か
六
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週
間
で
、
飛
行
機
と
戦
車
を
組
み
合
わ
せ
た
ド
イ
ツ
軍
の
電
撃
作
戦

の
前
に
、
完
膚
な
き
ま
で
の
敗
北
を
喫
し
、
以
後
四
年
間
、
フ
ラ
ン

ス
国
民
は
、
ド
イ
ツ
軍
の
占
領
下
、
対
独
協
力
ヴ
ィ
シ
ー
政
権
の
下

で
、
屈
辱
的
で
困
難
な
生
き
方
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。
一
九
四
一
年
六
月
の
フ
ラ
ン
ス
の
軍
事
的
、
政
治
的
崩
壊
の
原

因
は
も
ち
ろ
ん
ひ
と
つ
で
は
な
く
、
多
く
の
原
因
が
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
が
、
一
九
三
〇
年
代
の
恐
慌
の
到
来
と
進
行
に
た
い
し
て
、
フ
ラ

ン
ス
の
歴
代
政
府
が
恐
慌
か
ら
フ
ラ
ン
ス
経
済
を
立
ち
直
ら
せ
る
た

め
の
有
効
な
経
済
政
策
の
実
施
に
失
敗
し
た
と
い
う
こ
と
が
、
そ
の

も
っ
と
も
主
要
な
原
因
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
こ
と
を
銘
記
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
１
）　
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
恐
慌
の
開
始
時
期
と
原
因
に
か
ん
す
る
論

争
に
つ
い
て
は
、C
f.
Jacques

M
arseille,

Les
origines

 
            
                       

《inopportune

           s  
》de
la
crise

de
1929

en
France,

                                R
evue

 
     

é   c  onom
ique

    
    ,  

vol.
31,
no.
4,
juillet

1980,
pp.
6

                                    48-684;
Jean

            -  

C
harles

A
sselain,

 
        
         H

istoire
économ

ique
de
la
F
rance

du

 
               
            
         

X
V
II

 
 
  I  e  

siècle
à
nos
jours,

          
            II   

D
e
1919

à
la
fin
des
années

  
        
                    

1970,

      E
ditions

du
Seuil,Paris,1984,pp.

 
                                   9  2  -  99.

   
邦
語
文
献

と
し
て
は
、
清
水
耕
一
「
両
大
戦
間
期
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
蓄

積
体
制
と
大
恐
慌
の
性
格
づ
け
に
つ
い
て
─
レ
ギ
ュ
ラ
シ
オ
ン
派

を
め
ぐ
る
一
論
争
─
」（『
岡
山
大
学
経
済
学
雑
誌
』
第
二
五
巻
三

号
、
一
九
九
四
年
二
月
）
二
〇
一
～
二
一
九
頁
。
竹
岡
敬
温
『
世

界
恐
慌
期
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
─
経
済
　
政
治
　
フ
ァ
シ
ズ
ム
─
』

（
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
〇
七
年
）
三
～
四
四
頁
。

（
２
）　
各
国
の
失
業
者
数
に
つ
い
て
は
、C

f.A
lfred

Sauvy,

 
    
             H

istoire

 
        

économ
ique

de
la
F
rance

entre
les
d

       
            
                 eux

guerres

           ,  

2vols,

        

A
rthèm

e
Fayard,Paris,1965-1967,II

 
     
                               (1931

     

-  1939)

     ,p.554.

         

た
だ
し
、
フ
ラ
ン
ス
で
継
続
し
た
デ
ー
タ
が
え
ら
れ
る
失
業
者
数

は
、
失
業
救
済
機
関
と
り
わ
け
失
業
基
金
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る

統
計
に
も
と
づ
い
た
「
救
済
さ
れ
た
失
業
者
」、
す
な
わ
ち
失
業

手
当
受
給
者
に
か
ん
す
る
も
の
で
、
こ
れ
は
「
失
業
者
」
と
い
う

語
の
お
そ
ら
く
も
っ
と
も
せ
ま
い
定
義
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
一
九
三
〇
年
代
の
フ
ラ
ン
ス
の
失
業
率
が
な
ぜ
低
か
っ
た
の

か
に
つ
い
て
は
、
竹
岡
敬
温
「
世
界
恐
慌
期
フ
ラ
ン
ス
の
失
業

率
」（『
大
阪
学
院
大
学
経
済
論
集
』
第
一
五
巻
一
号
、
二
〇
〇
一

年
八
月
）
一
～
一
七
頁
参
照
の
こ
と
。

（
３
）　
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
の
代
表
的
な
経
済
学
者
の
ひ
と
り
、
シ
ャ
ル

ル
・
リ
ス
ト
の
言
葉
。C

harles
R
ist,

 
        
     
《La

France
économ

ique

                
     

en
193

      0  
》,   R

evue
d’E
conom

ie
politique

 
        
     
            ,  45,1931,p.465.

                 

（
４
）　A

.Sauvy,

 
         op.cit.,

         II,p.554.

            

（
５
）　
イ
ギ
リ
ス
の
金
本
位
制
復
帰
ま
で
の
経
緯
、
そ
し
て
同
国
が
ポ

ン
ド
の
平
価
を
切
り
下
げ
金
本
位
制
か
ら
の
離
脱
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
ま
で
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
義
一
訳
『
ケ
イ
ン
ズ
説
得

論
集
』（『
ケ
イ
ン
ズ
全
集
』
第
九
巻
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九

八
一
年
）
白
井
孝
昌
の
解
説
、
竹
岡
敬
温
「
世
界
恐
慌
と
一
九
二

九
～
一
九
三
一
年
の
フ
ラ
ン
ス
経
済
」（『
関
西
学
院
大
学
経
済
学



45

論
究
』
第
五
二
巻
特
別
号
、
一
九
九
九
年
九
月
）
一
七
～
二
八
頁

参
照
。

（
６
）　
ラ
グ
ナ
ー
・
ヌ
ル
ク
セ
の
表
現
。C

f.
R
agnar

N
urkse,

 
    
       
       

International
C
urrency

E
xperience.

L

               
         
            essons

of
the
Inter

                   -  

W
ar
Period

 
         ,  League

ofN
ations,1944,pp.12

            
                    2  -  131.

    

（
７
）　
一
九
三
〇
年
代
イ
ギ
リ
ス
の
チ
ー
プ
・
マ
ネ
ー
・
ポ
リ
シ
ー
に

つ
い
て
は
、C

f.
E
dw
ard
N
evin,

 
    
  
     
      T

he
M
echanism

of
C
heap

 
    
        
     
     

M
oney.

A
Study

of
B
ritish

M
oney

Poli

 
      
 
 
      
   
 
       
 
     
    cy

193

   
   1  

-  1939,

      

U
niversity

of
W
ales

Press,
C
ardiff,

 
              
             
        1955;

Susan
H
ow
son,

             
  
     

D
om
estic

M
onetary

M
anagem

ent
in
B
rit

 
  
       
         
      
        
   ain,
191

        9  

-  1938,

      

C
am
bridge

U
niversity

Press,
C
am
bridg

 
  
        
                  
  
     e,
1975,

pp.
7

              9  -  

119,19

       3  -  179.

    

（
８
）　
一
九
三
四
年
二
月
六
日
の
極
右
諸
同
盟
に
よ
る
下
院
襲
撃
事
件

に
つ
い
て
は
、C

f.
M
aurice

C
havardès,

 
    
        
          Le

6
février

1934.
                   

La
R
épublique

en
danger

   
 
          
   
      ,  

C
alm
ann-Lévy,

Paris,
1966;

 
 
   
          
       
      

M
arcel

Le
C
lère,

 
      
   
 
      

Le
6
février,

   
  
        

H
achette,

Paris,
1967;

 
 
         
       
      

Serge
B
erstein,

       
         Le
6
février

1934

                 ,  

E
ditions

G
allim

ard

  
         
     
   /   

Julliard,
Paris,

1975;
Pierre

Pellis

          
       
      
       
      ier,

     

6
février

1934,

  
        
      

Perrin,Paris,2000.

                     
邦
語
文
献
と
し
て
は
、
平
瀬
徹
也
「
二
月

六
日
パ
リ
騒
擾
事
件
覚
書
」（『
史
論
』
第
三
五
集
、
一
九
八
二
年
）

九
八
～
一
二
二
頁
、
村
上
光
彦
「
一
九
三
四
年
二
月
六
日
」（『
歴

史
と
社
会
』
第
三
号
、
一
九
八
三
年
一
一
月
）
一
五
七
～
一
八
九

頁
、
竹
岡
前
掲
書
、
七
五
～
一
三
二
頁
。

（
９
）　
ラ
ヴ
ァ
ル
内
閣
の
「
ス
ー
パ
ー
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
政
策
に
つ

い
て
は
、
竹
岡
敬
温
「
世
界
恐
慌
期
フ
ラ
ン
ス
の
経
済
政
策
（
一

九
三
五
年
六
月
～
一
九
三
六
年
五
月
）─
ラ
ヴ
ァ
ル
内
閣
と
人
民

戦
線
の
結
成
（
一
）─
」（『
大
阪
学
院
大
学
通
信
』
第
二
九
巻
第
三

号
、
一
九
九
八
年
六
月
）
二
三
～
四
五
頁
参
照
。

（
　
）　
ド
ル
ジ
ェ
ー
ル
運
動
に
つ
い
て
は
、
竹
岡
前
掲
書
、
七
七
三
～

１０
八
〇
一
頁
参
照
。

（
　
）　
一
九
三
六
年
九
月
末
の
フ
ラ
ン
の
平
価
切
下
げ
に
つ
い
て
は
、

１１
竹
岡
前
掲
書
、
一
九
九
～
二
三
九
頁
参
照
。

（
　
）　B

rian
R
edm
an
M
itchell,

 
      
   
    
         E

uropean
H
istorical

Statistics,

 
         
                      

１２

175

   0  

-  1975

    ,  

2nd
revised

edition,
M
acm
illan

Pres

 
    
        
         
 
   
      
    s,    

London,1975,1978,1980,

                          
中
村
宏
監
訳
『
マ
ク
ミ
ラ
ン
世
界

歴
史
統
計
一
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
篇
、
一
七
五
〇
～
一
九
七
五
』（
原
書

房
、
一
九
八
三
年
）
五
一
四
頁
に
示
さ
れ
た
対
外
貿
易
総
額
の
数

字
に
も
と
づ
い
て
計
算
。

（
　
）　A

.Sauvy,

 
         op.cit.,

         I,p.464,II,p.528

                      .  

１３
（
　
）　A

.Sauvy,

 
         ibid.,

      II,p.500.

            

１４
（
　
）　
週
四
〇
時
間
労
働
法
に
つ
い
て
は
、
竹
岡
前
掲
書
、
三
八
九
～

１５
四
四
八
頁
参
照
。

（
　
）　N

icolas
B
averez,

 
       
 
        

C
hôm
eurs

et
chôm

ages
des
années

 
   
     
   
    
     
    
       

１６

1930:
l’exem

ple
parisien

            
            ,  

thèse
de
doctorat,U

niversité
de

                     
             

Paris
I,1987,pp.28

                     4  -  300.

    

（
　
）　N

.B
averez,

 
   
        ibid.,

      pp.305

        -  361.

    

１７
（
　
）　A

.Sauvy,
 
         op.cit.,

         II,p.528.

            

１８
（
　
）　
急
進
党
の
下
院
議
員
で
、
第
二
次
レ
オ
ン
・
ブ
ル
ム
内
閣
（
一

１９
九
三
八
年
三
月
一
三
日
～
四
月
一
〇
日
）
の
と
き
財
務
政
務
官
を

つ
と
め
た
ピ
エ
ー
ル
・
マ
ン
デ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
も
、
平
価
切
下
げ
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の
決
定
が
遅
き
に
失
し
た
と
し
、
そ
れ
が
賃
金
引
上
げ
よ
り
先
に

お
こ
な
わ
れ
た
ほ
う
が
よ
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

「
個
人
的
に
は
、
わ
た
し
は
…
…
レ
オ
ン
・
ブ
ル
ム
が
政
権
の
座

に
つ
く
や
た
だ
ち
に
、
不
可
避
に
な
っ
て
い
た
平
価
切
下
げ
─
そ

れ
は
、
人
民
戦
線
の
綱
領
に
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
綱
領
の
受
け

継
い
だ
遺
産
の
な
か
に
あ
っ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
た
─

を
決
定
し
な
か
っ
た
こ
と
を
遺
憾
に
お
も
う
。
政
治
的
観
点
か
ら

み
て
、
こ
の
決
定
が
組
閣
直
後
に
な
さ
れ
、
そ
れ
が
た
し
か
に
綱

領
の
受
け
継
い
だ
遺
産
の
な
か
に
あ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
誰

も
疑
い
え
な
い
よ
う
に
し
た
ほ
う
が
よ
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
、
と
り
わ
け
、
経
済
を
活
気
づ
か
せ
る
政
策
や
国
民
所
得
の
分

配
の
改
善
が
平
価
切
下
げ
の
前
よ
り
後
に
お
こ
な
わ
れ
た
な
ら
ば
、

そ
れ
ら
の
政
策
は
経
済
全
体
に
よ
っ
て
も
っ
と
よ
く
耐
え
ら
れ
た

で
あ
ろ
う
。」Pierre

M
endès

France,
C
om
m
unicatio

 
       
               
  
 
        n  

sur

     

《La
politique

économ
ique

de
Léon

B
lu

   
          
      
     
   
     
 
  m  

》,in
Pierre

  
   
       

R
enouvin

et
R
ené

R
ém
ond

éd.,

 
        
   
 
    
 
  
    
     

Léon
B
lum
,
chef

de

     
 
   
  
     
   

gouvernem
ent
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   6  

-  1937,

     

Presses
de
la
Fondation

 
        
   
   
          

N
ationales

des
Sciences

Politiques,

 
                                   Paris,1967,p.235

                   .  

〔
付
記
〕　
本
稿
は
二
〇
〇
九
年
七
月
一
一
日
、
大
阪
経
済
大
学
日
本
経

済
史
研
究
所
主
催
「
黒
正
塾
　
第
一
一
回
寺
子
屋
」
で
行
っ
た
講
演

に
若
干
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
た
け
お
か
　
ゆ
き
は
る
・
大
阪
大
学
名
誉
教
授
、
大
阪
学
院
大
学
名
誉
教
授
）


